
 

         川越駅西口周辺のバス事情について 

 
朝川越駅西口に行きますと通学の子供たちが駅構内に集まり、先生に引率されて、みんなで

スクールバスの乗降場まで歩いていく姿を目にします。 
私が「おはよう、行ってらっしゃい」と言うと、元気に「おはようございます、行ってきま

す」と返してくれる姿に心が温まります。 
一方で最近は、先日の大津市で保育園児の列に車が突っ込み、園児が亡くなられた事故や登

戸の無差別殺傷事件、高齢者の事故などの痛ましいニュースを見ると、歩道上で多くの児童

生徒や会社員の方々がバスに乗るために並んでいることに不安も感じます。 
そして現在朝の川越駅西口周辺は、多くの路線バスや送迎バス、観光バスが入り乱れ、多く

の通学の児童生徒や通勤の会社員などで混雑しており、バスの横をギリギリで通る車や、横

断歩道のない場所を横断する歩行者が車と接触しそうになったりと、ヒヤっとする危険な

場面も見かけます。 
西口市有地利活用事業により送迎バスの仮設バス乗降場が使用できなくなり、乗降場が道

路上になったことで、人や車の導線が複雑になり、以前にも増して混雑し、危険な場面が多

くなったように感じております。 
 
また最近、お子様が川越駅西口から送迎バスに乗って小学校に通っている方々と話をする

機会がありました。 
その内容は、来春、西口市有地利活用事業完成後にバス乗降場が使えなくなってしまうとい

った話を学校内で聞き、子供たちの通学について、今後どうなるのか、乗降場が無くなって

しまうのか、あったとしても遠くなってしまうなど、子供たちの安全はどうなってしまうの

か、とても心配していました。 
 
川越市都市・地域総合交通戦略では、その目的の中で、 
「都市計画道路の計画的な整備、鉄道や路線バスの利便性が高くない地域等における交通

手段の確保、川越駅をはじめとした駅周辺における送迎バス等の増加への対応、東京２０２

０オリンピック・パラリンピックで市内が開催地となるゴルフ競技の選手や観客の輸送等

への対応等が求められている。」と書かれております。 
また人の移動が分かるパーソントリップ調査によれば、通勤通学では、市内以外からは特に

東上線沿線の坂戸市、東松山市、ふじみ野市、鶴ヶ島などから中心市街地に人が集まってき

ていることが分かり、川越駅に集中しているだろうと推察されます。 
そして交通戦略の基本目標を「市民が暮らしやすく、訪れる人を魅了する川越のまちの活動

を支える交通の実現」とし、方向性のひとつとして、都心核の特性に応じた移動環境の確保



と掲げております。 
更にそのための施策の中では、川越駅周辺において、駅前広場、都市計画道路等及び送迎バ

ス等の乗降場所を整備し、交通結節機能等の充実と交通円滑化を図る、とあります。 
川越に訪れる人とは、観光の方だけではなく通勤通学の方もそうであり、安全安心快適な環

境を作っていく必要があると考えております。 
そうした背景を踏まえまして質問を行ってまいります。 
【１回目】 
まず１回目の１点目としまして、 
★もともと川越駅西口市有地にありました仮設バス乗降場を設置した経緯をお伺いします。

併せてバス便数の変化もお伺いします。 
 Ａ：まず、川越駅西口の市有地に送迎バスの仮設乗降場を設置した経緯でございます。 

送迎バスの一部は、バス事業者間で調整を行い、川越駅西口駅前広場内で乗降を行っ

ておりましたが、平成２４年度に川越駅西口駅前広場の改修を行うにあたり、駅前広

場内で工事ヤードを確保しながら、路線バス乗降場を配置する必要があったため、平

成２４年４月から、川越駅西口の市有地を利用して送迎バスの仮設乗降場を設置し

たものでございます。 
次に、送迎バスの便数変化でございます。 
平成２４年４月当初の運行便数は、平日の１日で約４８０便でございましたが、平成

３１年４月の運行便数は平日の１日で約５５０便と約７０便増加しております。 
 
２点目としまして、 
★川越駅西口周辺の路線バス、送迎バス等の現在の状況、をお伺いします。 
 Ａ：川越駅西口周辺の路線バスや送迎バス等の状況についてでございます。 
   川越駅西口周辺におきましては、バスの発着が多く行われており、路線バス、送迎バ

ス、観光バスなどが運行しております。 
   路線バスにつきましては、駅前広場の８つの乗降場を使用して、西武バスの路線をは

じめ、イーグルバスの小江戸巡回バス、川越シャトルが運行しており、平日に１日約

６００便が発着しております。 
   送迎バスにつきましては、川越駅西口周辺で企業や学校など送迎バスを運行する業

者と観光バスを運行する事業者で「川越送迎バス協議会」を組織しており、都市計画

道路川越駅南大塚線や川越所沢線の７つの乗降場を使用して、平日に１日平均約５

５０便が発着しております。 
内訳としましては、平日に市内学校４校で約１６０便、市外学校１０校で約１１０便、

市内企業２２社で約１９０便、市外企業１６社で約９０便でございます。 
なお、この他にも、川越駅西口周辺では、川越送迎バス協議会に未加入の観光バスな

どが発着している状況も確認しています。 



 
３点目としまして、 
★送迎バスの全体やピーク時のバス利用者数はどれくらいなのか？お伺いします。 
 Ａ：送迎バスの利用者数でございます。 
   送迎バスの利用者数は、川越送迎バス協議会の時刻表の便数や大型バス、マイクロバ

スなどの車種などからの推定で、平日の１日で１００００人～１３０００人です。 
   また、想定されるピーク時の人数としては、７時台が約２７００人、８時台が約１５

００人となっております。 
 
現在送迎バスにつきましては、川越送迎バス協議会が主体となって、その運行を管理してい

るものと理解しておりますが、４点目としまして、 
★川越送迎バス協議会の会員数と利用している学校や企業などのユーザー数はどのくらい

なのか？お伺いします 
 Ａ：川越送迎バス協議会の会員数などでございます。 
   川越送迎バス協議会の会員につきましては、送迎バスを運行している事業者３６社    
   と観光バスを運行している事業者１８社の合計５４社です。これら５４社の運行す  
   る送迎バスを利用しているユーザーとしましては、５２の企業や学校などがござい

ます。 
５点目としまして、 
★送迎バスの発着が多い企業や学校はどれくらいの便数なのか？お伺いします。 
 Ａ：送迎バスの本数が多い企業や学校についてでございます。 
   川越送迎バス協議会が作成しました平成３１年４月の時刻表によりますと、平日に

便数の多い方から、市内の学校が１日７７便、６８便と続き、次に市外の学校が５６

便、次いで企業の協同組合が３５便となっております。 
 
ウエスタ川越前などに行きますと、普段見かけないようなバスが駐停車しており、おそらく

イレギュラーな観光や視察等のバスであると思います。 
６点目としまして、 
★バス協議会に加盟していない観光、通勤、通学などの送迎バスはどの程度発着しているの

か？また、どこで発着しているのか？お伺いします。 
 Ａ：川越送迎バス協議会に加入していない送迎バスについて、でございます。 
   川越送迎バス協議会に加入していない送迎バスにつきましては、その全体を把握で

きている状況ではございません。 
しかしながら、昨年行った実態調査の結果では、朝７時から９時までの２時間の間に

乗降又は駐車しているバスが、昨年２月には１２台、１０月には１４台を確認してお

ります。 



   発着場所につきましては、ウエスタ川越西側の川越駅南大塚線や、市道１５１５号線

など駅に近い細街路でございます。 
 
現在、駅前ロータリー７番乗り場から全国各地に向けて、また各地から高速バスが定期的に

発着しております。 
圏央道の開通以降、その目的地や発着便数も近年多くなってきていると考えております。 
川越市都市・地域総合交通戦力では、関越自動車道及び圏央道からのアクセスの良さを活か

し、高速バスの充実を図ります、ともありますが、７点目としまして、 
★高速バスの現在の発着状況と便数の推移、をお伺いしまして１回目とします。 
 Ａ：令和元年６月１日現在において、高速バス乗り場に、１日に発着する高速バスの便数

は、季節便を含めまして約７０便となっております。 
   なお、平成２６年３月に川越駅西口駅前広場が改修された際における高速バス乗り

場の発着便数は、約６０便でございましたので、単純計算で１０便増えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【２回目】 
市有地にあった仮設バス乗降場は、平成２４年の西口駅前広場改修の際に、路線バスの乗降 
場の確保の必要があったために、送迎バスの仮設乗降場として整備し、送迎バスの台数は７ 
年前の設置当初の平日１日約４８０便から約５５０便に増加したと理解しました。 
そして現在の路線バス、送迎バス等の状況は、平日１日路線バスで約６００便、送迎バスで 
約５５０便が発着しており、合わせて約１１００便以上の発着があるということ、送迎バス 
の利用者数は 7時台の約２７００人、８時台の約１５００人をピークとして平日１日約１ 
００００人～１３０００人というご答弁でした。 
送迎バスが増加した原因が、学校や企業が増えたからなのか、仮設乗降場が整備されたため 
に、それまで路上で乗降していた事業者が使用するようになったのかは不明ですが、平日１ 
日５５０便もの送迎バス、１００００人以上の利用者が全て路上に出てきたことは周辺に 
対して大きな影響があるのではないでしょうか。 
 
川越送迎バス協議会の会員数は５４社、うちユーザーは５２社であり、１日の便数が多いの 
は、市内の学校で１日７７便、同じく市内学校の６８便、次いで市外の学校の５６便と非常 
に多くの送迎バスが発着しているとのご答弁でした。 
一番便数が多い市内学校では単純に割っても朝だけで約４０便ものバスが発着、それが７ 
時～９時の２時間に集中すると考えれば三分に１便は発着していることとなり、送迎バス 
は、もはやなくてはならないものだと感じます。 
 
また川越送迎バス協議会に加盟していないバスは、実態調査の結果では、朝７時から９時ま 
での２時間の間に、昨年２月には１２台、１０月には１４台確認されており、 
発着場所については、ウエスタ川越西側の川越駅南大塚線や、市道１５１５号線など駅に近 
い細街路で行われているとのご答弁でした。 
台数自体は決して多くはないものの、決められた場所以外の路上でバスが駐停車し、乗降す 
ることで周辺の交通に少なからず影響を与えているものと考えられます。 
そうしたバスが停車しようとした場所に乗用車が止まっていて停められず、徐行して停車 
場所を探しているのを実際に何度も見かけております。 
 
このように時々川越駅を利用する私がバスの多さや混雑、危険性を感じるのですから、近隣 
住民の方や毎日西口を使う方、関係者などからは、これまで色々なご意見を頂いていること 
かと思います。 
そこで２回目の１点目としまして、 
★川越送迎バス協議会や利用している学校や企業などのユーザーの声にはどのようなもの

があるのか？お伺いします。 
 Ａ：川越送迎バス協議会や学校、企業などからの声についてでございます。 



   川越送迎バス協議会からは、平成２８年１１月に要望書が提出され、その中では、後

続車の影響や安全面から切り込みを入れるバスベイの設置を求められております。

また路上待機を無くし、時刻表通りの適切な運行を行うためにバスの待機場所の確

保についても求められております。 
また、送迎バスを利用している学校や企業からは、「学校が駅から離れているので生

徒の安全面を考えると送迎バスが必要である」、「川越駅は、東武東上線とＪＲが乗り

入れるターミナル駅で利便性が高く、他の駅への振り分けなどは難しい」、「安全に乗

降できる乗降場が欲しい」、などの意見をいただいているところでございます。 
 
２点目としまして、 
★市有地内のバス乗降場が、現在の場所に移ったことに対して近隣住民からの声には、どの

ようなものがあるのか？お伺いします。 
 Ａ：バス乗降場が市有地から移ったことに対しての近隣住民からの声についてでござい

ます。 
乗降場が移った当初は、「乗降場ではないところにバスの待機車両が駐車していて、

自転車や歩行者との錯綜が危険である」、「送迎バス利用者が横断歩道のない場所を

乱横断して危険である」、「送迎バス利用者が広がって歩いており、一般歩行者ほ支障

になっている」などのご意見をいただいたため、市からそうした声を、川越送迎バス

協議会に申し入れした結果、現在は改善が進んでおります。また、その他、「バスの

排気ガスが気になる」や、「川越駅の東口に送迎バスは少なく、西口が肩代わりして

いる」などのご意見もいただいております。 
 
現在の道路上の送迎バス乗降場につきましても、西口市有地利活用事業完成までの暫定的

なものであると認識しております。 
今後完成後に、私の知人の方々が心配していたように、現在の乗降場が、もし使用できなく

なるようなことがあれば通学通勤の児童生徒や会社員にとって非常に大きな問題だと危惧

しております。 
３点目としまして、 
★川越駅西口市有地利活用事業完成後は、送迎バスの乗降場はどのようになるのか？ 
また、現在の送迎バスの乗降場が利用できなくなることはあるのか？お伺いします。 
 Ａ：市有地利活用事業完成後の送迎バス乗降場がどうなるかと現在の乗降場が利用でき

なくなるのかについてでございます。 
川越駅南大塚線の１箇所及び川越所沢線の３箇所の乗降場につきましては、市有地

利活用事業の建設工事中の暫定として運用しております。 
あくまで暫定であるため、市有地の建設工事終了後は、これら暫定の４つの乗降場に

ついては変更したいと考えております。具体的には、市有地前の川越駅南大塚線に切



り込む形で三箇所乗降場を設置できるよう、関係機関と協議を進めているところで

ございますので、これら三箇所の乗降場を使う形にしたいと考えております。 
また、他の場所につきましても、関係部署と協議しながら検討を進めており、現在の

乗降場の数が、市有地の工事終了後、使用できなくなるわけではございません。 
 
現在でも多くの送迎バス、観光バスなどが運行しているわけでありますが、さらに今後のバ

スの増加要因として西口市有地ホテル完成後の団体宿泊客の観光バス、そして増形地区の

産業団地が整備され企業が入ることで、更に増形産業団地への送迎バスが増加するのでは

ないかと懸念しております。 
そこで４点目としまして、 
★西口市有地ホテル完成後の宿泊観光バス、及び増形産業団地完成後の送迎バス等の動向

についての見通し、をお伺いします。 
 Ａ：市有地ホテル宿泊客のバス利用の動向についてでございます。 
   ホテル宿泊客が利用すると考えられるバスとしましては、市外から来る団体客の貸

し切りバスがございます。市有地には大型バスの駐車場は予定されておりませんの

で、施設前での乗降が想定されますが、現在のところ市有地利活用事業者及びホテル

事業者からは、具体的な計画は示されておりません。 
   また、増形産業団地につきましては、まだ立地する企業が見込めていないことから送

迎バスについても未定でございます。 
 
高速バスについては、今年６月１日現在において、駅前広場の高速バス乗り場に、１日に発 
着する高速バスの便数は、季節便を含めまして約７０便となっており、５年目の平成２６年 
と比較すると約１０便増加しているとのご答弁でした。 
駅前の７番乗り場だけで１日７０便というとそろそろ許容量オーバーではないかとも思い

ます。 
５点目としまして、 
★川越駅西口の高速バスは、現状のバス乗り場で今後どこまで対応できると考えているの

か、をお伺いしまして２回目とします。 
 Ａ：運行当日の道路事情によりまして、高速バス乗り場に到着する便が予定時刻より早く、

もしくは、遅くなることで、一時的に川越駅西口を発着する便と数台が重なってしま

う事例が見られます。 
しかしながら、１日全体でみますと余裕がある時間帯が多い状況であり、さらには、

先ほどご答弁したとおり、５年間の増加便数が１０便であったことなどを考慮しま

すと、西口の高速バス乗り場が直ちに飽和してしまうことは考えにくい状況である

と思われます。 
 



【３回目】 
学校や企業からの声としましては、後続車の影響や安全面から切り込みを入れるバスベイ

の設置や路上待機を無くし、時刻表通りの適切な運行を行うためにバスの待機場所の確保

などの要望があるとのご答弁でした。 
また近隣住民からの声としては、改善が進んでいるとのことですが、乗降場ではないところ

にバスの待機車両が駐車していて、自転車や歩行者との錯綜が危険、バス利用者が乱横断し

て危険、送迎バス利用者が広がって歩いており、一般歩行者の支障になっている、などの声

があるとのご答弁でした。 
いずれも安全面などからしっかりとしたバス乗降場の整備を求めるものであり、現状を良

し、とするものではないと思います。 
 
西口市有地利活用事業完成後については、現在の暫定乗降場４箇所のうち３箇所について

は、市有地前の川越駅南大塚線に切り込む形で三箇所乗降場を設置できるよう、関係機関と

協議を進めているということ、また他の場所につきましても、関係部署と協議しながら検討

を進めており、現在の乗降場の数が、市有地の工事終了後、使用できなくなるわけでない、

とのご答弁でした。 
工事終了後使用できなくなるわけではないとのことですが、現在でも西口周辺の朝は路線

バス、送迎バス合わせて１１００便以上が集中し、１００００人以上が利用している状況で

す。 
加えて、今後もし送迎バスの乗降場がなくなってしまうようなことがあれば、利用者の安全

面だけでなく、利便性そして、近隣へ迷惑を危惧しておりますので、少なくとも現在の送迎

バスの居場所がなくなることのないようにお願いします。 
この点は申し上げておきます。 
 
高速バスについては、待機や遅延により一時的に混雑する場面があるものの、直ちに飽和し

てしまうことは考えにくい状況であると理解しました。 
しかし市有地利活用事業ホテル完成後の大型観光バスについては、駐車場はなく、市有地前

での乗降を想定してはいるものの、事業者からの具体的な計画は示されておらず、 
増形産業団地完成後の送迎バス等については、未定であるとのご答弁でした。 
総合交通戦略において、駅周辺における送迎バス等の増加への対応とうたっている以上、 

ともに完成して状況を見てから対策を協議するのではなく、人が集まる以上、そうした点を

見通して先手先手で手を打っていくことが必要ではないでしょうか。 
今後は、ホテル開業や増形産業団地が整備されるなど、観光バス・送迎バス等がますます増

加することは、容易に予想されます。 
冒頭にも申し上げましたが、訪れる人とは観光客だけではなく、市外からの通勤通学の方も

訪れる人であって、仮に市外から川越に来て、市外の学校企業に通う方も訪れる人であると



考え、安全安心快適な環境を作っていくことは、川越の魅力を高めることになるのではない

でしょうか。 
そこで最後の質問としまして、 
●今後川越駅西口周辺の送迎バスについて中長期的な視点で対策を講じるべきと考えます

が、市の考え、をお伺いしまして私の一般質問とします。 
 Ａ：送迎バスにつきましては、誰でも自由に乗れる路線バスと異なり、送迎バスは、特定

の企業の従業員、学校の児童・生徒として自らのサービスの一環として、運行されて

いるものであることから、本来は、送迎バス事業者が、自らの乗降場の確保など送迎

バスの運行を行っていただくべきであると考えております。 
しかしながら、自家用車の利用からバスに乗り換えることにより道路交通量の削減

が図られ、また、同一場所へ大量の輸送が行えることから交通渋滞の緩和や環境負荷

の軽減などが見込まれることから、市といたしましては、現在の西口におけるバス乗

降場の利用を含め、川越送迎バス協議会とバス乗降場のあり方について引き続き協

議を行ってまいりたいと考えます。 
 


